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【手続補正書】
【提出日】平成28年8月12日(2016.8.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　スモールセルによって、マクロセルからのワイヤレスマルチキャストブロードキャスト
単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）信号を受信することと、ここで、前記スモールセ
ルは、前記スモールセルを有するワイヤレス通信ネットワークにおける各マクロセルより
も実質的に小さい送信電力を有することを特徴とし、前記スモールセルは、物理マルチキ
ャストチャネル（ＰＭＣＨ）上で送信しておらず、
　前記スモールセルによって、前記スモールセルの無線範囲内の前記ＭＢＳＦＮ信号の信
号強度を取得することと、
　前記スモールセルによって、前記ＭＢＳＦＮ信号の前記信号強度が、ＰＭＣＨ復号に十
分なしきい値信号強度値を満たさない、または超えないことを決定することと、
　前記スモールセルによって、前記決定に基づいて前記ＰＭＣＨ上で前記ＭＢＳＦＮ信号
を送信することと、
　を備える方法。
【請求項２】
　前記取得することは、前記スモールセルにおいて受信された前記ＭＢＳＦＮ信号のメト
リックを測定することによって実行され、ここで、前記メトリックは、基準信号受信電力
（ＲＳＲＰ）、基準信号受信品質（ＲＳＲＱ）、または信号対雑音比（ＳＮＲ）から選択
される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記取得することは、前記スモールセルの無線範囲におけるユーザ機器（ＵＥ）からの
情報を受信することによって実行される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記情報は、ＭＢＳＦＮサービスに対するＵＥの関心、またはＭＢＳＦＮ信号強度のう
ちの少なくとも１つを示す報告を備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記情報は、前記ＵＥからの物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）信号を介し
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て受信される、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＵＥは、前記ＵＥによって測定されたＭＢＳＦＮ信号強度がしきい値よりも小さい
場合のみ、前記情報を提供する、請求項３に記載の方法。
【請求項７】
　前記スモールセルからの前記ＭＢＳＦＮ信号を送信するための送信電力を設定すること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記送信電力を設定することは、前記スモールセルから送信されるべき連続したＭＢＳ
ＦＮサブフレームの数に基づいて、前記送信電力をランプアップすることをさらに備える
、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記スモールセルのＭＢＳＦＮ送信状態、ＭＢＳＦＮ送信電力、およびユニキャスト送
信状態のうちの少なくとも１つをマルチキャスト協調エンティティ（ＭＣＥ）に報告する
ことをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＭＣＥは、前記スモールセルがユニキャスト信号を送信しているかどうかに少なく
とも部分的に基づいて、前記ＭＢＳＦＮ信号のためのデータレート変調コーディング方式
（ＭＣＳ）を決定する、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＭＢＳＦＮ信号のデータレート変調コーディング方式（ＭＣＳ）、または前記スモ
ールセルの無線範囲内の前記ＭＢＳＦＮ信号を受信するユーザ機器（ＵＥ）によって使用
されたデータレートＭＣＳのうちの少なくとも１つに基づいて、データ品質要件を決定す
ることをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　データ品質要件に基づいて、前記スモールセルによって送信されたＭＢＳＦＮシンボル
の電力を変調することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　スモールセルにおいて、マクロセルからのワイヤレスマルチキャストブロードキャスト
単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）信号を受信するための手段と、ここで、前記スモ
ールセルは、前記スモールセルを有するワイヤレス通信ネットワークにおける各マクロセ
ルよりも実質的に小さい送信電力を有することを特徴とし、前記スモールセルは、物理マ
ルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ）上で送信しておらず、
　前記スモールセルによって、前記スモールセルの無線範囲内の前記ＭＢＳＦＮ信号の信
号強度を取得するための手段と、
　前記スモールセルによって、前記ＭＢＳＦＮ信号の前記信号強度がＰＭＣＨ復号に十分
なしきい値信号強度値を満たさない、または超えないことを決定するための手段と、
　前記スモールセルによって、前記決定に基づいて前記ＰＭＣＨ上で前記ＭＢＳＦＮ信号
を送信するための手段と、
　を備える装置。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合され、および、
　　スモールセルにおいて、マクロセルからのワイヤレスマルチキャストブロードキャス
ト単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）信号を受信することと、ここで、前記スモール
セルは、前記スモールセルを有するワイヤレス通信ネットワークにおける各マクロセルよ
りも実質的に小さい送信電力を有することを特徴とし、前記スモールセルは、物理マルチ
キャストチャネル（ＰＭＣＨ）上で送信しておらず、
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　　前記スモールセルによって、前記スモールセルの無線範囲内の前記ＭＢＳＦＮ信号の
信号強度を取得することと、
　　前記スモールセルによって、前記ＭＢＳＦＮ信号の前記信号強度がＰＭＣＨ復号に十
分なしきい値信号強度値を満たさない、または超えないことを決定することと、
　　前記スモールセルによって、前記決定に基づいて前記ＰＭＣＨ上で前記ＭＢＳＦＮ信
号を送信することと、
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　を備える装置。
【請求項１５】
　前記プロセッサは、基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）、基準信号受信品質（ＲＳＲＱ）、
または信号対雑音比（ＳＮＲ）から選択されたメトリックを使用して、前記スモールセル
において受信された前記ＭＢＳＦＮ信号のメトリックを測定することによって、前記取得
することを実行するようにさらに構成される、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記プロセッサは、前記スモールセルの無線範囲におけるユーザ機器（ＵＥ）からの情
報を受信することによって、前記取得することを実行するようにさらに構成される、請求
項１４に記載の装置。
【請求項１７】
　前記プロセッサは、ＭＢＳＦＮサービスに対するＵＥの関心、またはＭＢＳＦＮ信号強
度のうちの少なくとも１つを示す報告を備える前記情報を前記受信するようにさらに構成
される、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記プロセッサは、前記ＵＥから物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）信号を
介して前記情報を受信するようにさらに構成される、請求項１６に記載の装置。
【請求項１９】
　前記プロセッサは、前記スモールセルから前記ＭＢＳＦＮ信号を送信するための送信電
力を設定するようにさらに構成される、請求項１４に記載の装置。
【請求項２０】
　前記プロセッサは、前記スモールセルから送信されるべき連続したＭＢＳＦＮサブフレ
ームの数に基づいて、前記送信電力をランプアップすることによって、前記送信電力を設
定するようにさらに構成される、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記プロセッサは、前記スモールセルのＭＢＳＦＮ送信状態、ＭＢＳＦＮ送信電力、お
よびユニキャスト送信状態のうちの少なくとも１つをマルチキャスト協調エンティティ（
ＭＣＥ）に報告するようにさらに構成される、請求項１４に記載の装置。
【請求項２２】
　前記プロセッサは、前記ＭＢＳＦＮ信号で使用されたデータレート変調コーディング方
式（ＭＣＳ）、または前記スモールセルの無線範囲内の前記ＭＢＳＦＮ信号を受信するユ
ーザ機器（ＵＥ）によって使用されたデータレートＭＣＳのうちの少なくとも１つに基づ
いて、データ品質要件を決定するようにさらに構成される、請求項１４に記載の装置。
【請求項２３】
　前記プロセッサは、データ品質要件に基づいて、前記スモールセルによって送信された
ＭＢＳＦＮシンボルの電力を変調するようにさらに構成される、請求項１４に記載の装置
。
【請求項２４】
　コンピュータ実行可能なコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体であって、前
記コードは、
　スモールセルにおいて、マクロセルからのワイヤレスマルチキャストブロードキャスト
単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）信号を受信することと、ここで、前記スモールセ
ルは、前記スモールセルを有するワイヤレス通信ネットワークにおける各マクロセルより
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も実質的に小さい送信電力を有することを特徴とし、前記スモールセルは、物理マルチキ
ャストチャネル（ＰＭＣＨ）上で送信しておらず、
　前記スモールセルによって、前記スモールセルの無線範囲内の前記ＭＢＳＦＮ信号の信
号強度を取得することと、
　前記スモールセルによって、前記ＭＢＳＦＮ信号の前記信号強度がＰＭＣＨ復号に十分
なしきい値信号強度値を満たさない、または超えないことを決定することと、
　前記スモールセルによって、前記決定に基づいて前記ＰＭＣＨ上で前記ＭＢＳＦＮ信号
を送信することと、
　を行うためのコードを備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７１】
　[0081]図１３を参照すると、方法１２００は、１３１０において、スモールセルにおい
て受信されたＭＢＳＦＮ信号を測定することによって、測定値を取得することをさらに含
み得る。たとえば、方法１２００は、１３２０において、ＭＢＳＦＮ基準信号または他の
信号に基づいて、基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）、基準信号受信品質（ＲＳＲＱ）、また
は信号対雑音比（ＳＮＲ）から選択されたメトリックを使用して、測定することを実行す
ることを含み得る。動作１３１０および１３２０は任意の動作可能な順序で実行され得る
ことを諒解されたい。たとえば、スモールセルは、最初にメトリックを選択し１３２０、
次いで、そのメトリックの対応する測定値を取得するために、スモールセルにおいて受信
されたＭＢＳＦＮ信号を測定する１３１０。加えて、動作１３００のいずれかまたは両方
は、方法１２００の動作とともに、任意の動作可能な順序で実行され得る。たとえば、記
載されたメトリックのうちの１つを選択すること１３２０は、スモールセルにおいて受信
されたＭＢＳＦＮ信号を測定すること１３１０ありで、または測定すること１３１０なし
で、無線範囲内の測定値を取得する動作１２２０とともに実行され得る。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７２】
　[0082]図１４を参照すると、方法１２００は、１４１０において、スモールセルがスモ
ールセルの無線範囲におけるユーザ機器（ＵＥ）からの情報を受信することによって、測
定値を取得することをさらに含み得る。たとえば、方法１２００は、１４２０において、
ＵＥのＭＢＳＦＮサービスに対する関心、またはＭＢＳＦＮ信号強度のうちの少なくとも
１つを示す報告を備える情報を受信することを含み得る。ＭＢＳＦＮ信号強度は、たとえ
ば、ＲＳＲＰ、ＲＳＲＱまたはＳＮＲなどのメトリックを使用して、報告の中で示され得
る。一態様では、方法１２００は、１４３０において、ＵＥからの物理ランダムアクセス
チャネル（ＰＲＡＣＨ）信号を介して情報を受信すること、を含み得、ＵＥは、ＭＢＳＦ
Ｎ信号強度に基づいてＰＲＡＣＨシーケンスを選択することによって、値をシグナリング
する。別の態様では、方法１２００は、１４４０において、ＵＥによって測定されたＭＢ
ＳＦＮ信号強度がしきい値よりも小さい場合のみ、情報を受信することを含み得る。
逆に、ＵＥによって測定されたＭＢＳＦＮ信号強度がしきい値を上回る場合、スモールセ
ルはそのような情報を受信しないか、または任意のＭＢＳＦＮサービスを開始しようと試
みない。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００９４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９４】
　[00104]１つまたは複数の例示的な設計では、説明された機能は、ハードウェア、ソフ
トウェア、ファームウェア、またはそれらの組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装
した場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に
記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ可読
媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意の媒
体を含む、コンピュータ記憶媒体とコンピュータ通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、汎
用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。
限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲ
ＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他
の磁気ストレージデバイス、あるいは、命令またはデータ構造の形態の所望のプログラム
コード手段を搬送または記憶するために使用され、汎用もしくは専用コンピュータ、また
は汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備え得る。
本明細書で使用されるディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク
（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジ
タル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およ
びブルーレイ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データ
を磁気的に符号化し、ディスク（disc）は、慣例的に、レーザでエンコーディッドオプテ
ィカリー媒体を指す。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含めるべきである
。本開示についての以上の説明は、いかなる当業者も本開示を作成または使用することが
できるように与えたものである。本開示への様々な修正は当業者には容易に明らかとなり
、本明細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の変
形形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定
されるものではなく、本明細書で開示した原理および特徴に合致する最も広い範囲を与え
られるべきである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［Ｃ１］
　ワイヤレス通信のためのスモールセルによる方法であって、
　スモールセルによって、マクロセルからのワイヤレスマルチキャストブロードキャスト
単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）信号を受信することと、ここで、前記スモールセ
ルは、前記スモールセルを有するワイヤレス通信ネットワークにおける各マクロセルより
も実質的に小さい送信電力を有することを特徴とし、
　前記スモールセルによって、前記スモールセルの無線範囲内の前記ＭＢＳＦＮ信号の測
定値を取得することと、
　前記スモールセルによって、前記測定値に基づいて動作することと、
　を備える方法。
　［Ｃ２］
　前記取得することは、前記スモールセルにおいて受信された前記ＭＢＳＦＮ信号のメト
リックを測定することによって実行され、ここで、前記メトリックは、基準信号受信電力
（ＲＳＲＰ）、基準信号受信品質（ＲＳＲＱ）、または信号対雑音比（ＳＮＲ）から選択
される、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ３］
　前記取得することは、前記スモールセルの無線範囲におけるユーザ機器（ＵＥ）からの
情報を受信することによって実行される、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ４］
　前記情報は、ＭＢＳＦＮサービスに対するＵＥの関心、またはＭＢＳＦＮ信号強度のう
ちの少なくとも１つを示す報告を備える、Ｃ３に記載の方法。
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　［Ｃ５］
　前記情報は、前記ＵＥからの物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）信号を介し
て受信される、Ｃ３に記載の方法。
　［Ｃ６］
　前記ＵＥは、前記ＵＥによって測定されたＭＢＳＦＮ信号強度がしきい値よりも小さい
場合のみ、前記情報を提供する、Ｃ３に記載の方法。
　［Ｃ７］
　前記動作することは、前記スモールセルからの前記ＭＢＳＦＮ信号を送信するための送
信電力を設定することを備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ８］
　前記送信電力を設定することは、前記スモールセルから送信されるべき連続したＭＢＳ
ＦＮサブフレームの数に基づいて、前記送信電力をランプアップすることをさらに備える
、Ｃ７に記載の方法。
　［Ｃ９］
　前記動作することは、前記スモールセルからＭＢＳＦＮ信号を送信するかどうかを決定
することを備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ１０］
　ＭＢＳＦＮ信号を送信するかどうかを前記決定することは、前記スモールセルがユニキ
ャスト信号を送信しているかどうかにさらに基づく、Ｃ９に記載の方法。
　［Ｃ１１］
　前記スモールセルのＭＢＳＦＮ送信状態、ＭＢＳＦＮ送信電力、およびユニキャスト送
信状態のうちの少なくとも１つをマルチキャスト協調エンティティ（ＭＣＥ）に報告する
ことをさらに備える、Ｃ９に記載の方法。
　［Ｃ１２］
　前記ＭＣＥは、前記スモールセルがユニキャスト信号を送信しているかどうかに少なく
とも部分的に基づいて、前記ＭＢＳＦＮ信号のためのデータレート変調コーディング方式
（ＭＣＳ）を決定する、Ｃ１１に記載の方法。
　［Ｃ１３］
　前記動作することが、前記ＭＢＳＦＮ信号のデータ品質要件にさらに基づく、Ｃ１に記
載の方法。
　［Ｃ１４］
　前記ＭＢＳＦＮ信号のデータレート変調コーディング方式（ＭＣＳ）、または前記スモ
ールセルの無線範囲内の前記ＭＢＳＦＮ信号を受信するユーザ機器（ＵＥ）によって使用
されたデータレートＭＣＳのうちの少なくとも１つに基づき、前記データ品質要件を決定
すること、をさらに備える、Ｃ１３に記載の方法。
　［Ｃ１５］
　前記データ品質要件に基づいて、前記スモールセルによって送信されたＭＢＳＦＮシン
ボルの電力を変調することをさらに備える、Ｃ１３に記載の方法。
　［Ｃ１６］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　スモールセルにおいて、マクロセルからのワイヤレスマルチキャストブロードキャスト
単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）信号を受信するための手段と、ここで、前記スモ
ールセルは、前記スモールセルを有するワイヤレス通信ネットワークにおける各マクロセ
ルよりも実質的に小さい送信電力を有することを特徴とし、
　前記スモールセルの無線範囲内の前記ＭＢＳＦＮ信号の測定値を取得するための手段と
、
　前記測定値に基づいて動作するための手段と、
　を備える装置。
　［Ｃ１７］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
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　スモールセルにおいて、マクロセルからのワイヤレスマルチキャストブロードキャスト
単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）信号を受信することと、ここで、前記スモールセ
ルは、前記スモールセルを有するワイヤレス通信ネットワークにおける各マクロセルより
も実質的に小さい送信電力を有することを特徴とし、前記スモールセルの無線範囲内の前
記ＭＢＳＦＮ信号の測定値を取得することと、前記測定値に基づいて動作することと、を
行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合された、データを記憶するためのメモリと、
　を備える装置。
　［Ｃ１８］
　前記プロセッサは、基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）、基準信号受信品質（ＲＳＲＱ）、
または信号対雑音比（ＳＮＲ）から選択されたメトリックを使用して、前記スモールセル
において受信された前記ＭＢＳＦＮ信号のメトリックを測定することによって、前記取得
することを実行するようにさらに構成される、Ｃ１７に記載の装置。
　［Ｃ１９］
　前記プロセッサは、前記スモールセルの無線範囲におけるユーザ機器（ＵＥ）からの情
報を受信することによって、前記取得することを実行するようにさらに構成される、Ｃ１
７に記載の装置。
　［Ｃ２０］
　前記プロセッサは、ＭＢＳＦＮサービスに対するＵＥの関心、またはＭＢＳＦＮ信号強
度のうちの少なくとも１つを示す報告を備える前記情報を前記受信するようにさらに構成
される、Ｃ１９に記載の装置。
　［Ｃ２１］
　前記プロセッサは、前記ＵＥから物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）信号を
介して前記情報を受信するようにさらに構成される、Ｃ１９に記載の装置。
　［Ｃ２２］
　前記プロセッサは、前記スモールセルから前記ＭＢＳＦＮ信号を送信するための送信電
力を設定することを備える前記動作することを実行するようにさらに構成される、Ｃ１７
に記載の装置。
　［Ｃ２３］
　前記プロセッサは、前記スモールセルから送信されるべき連続したＭＢＳＦＮサブフレ
ームの数に基づいて、前記送信電力をランプアップすることによって、前記送信電力を設
定するようにさらに構成される、Ｃ２２に記載の装置。
　［Ｃ２４］
　前記プロセッサは、前記スモールセルからＭＢＳＦＮ信号を送信するかどうかを決定す
ることを備える前記動作することを実行するようにさらに構成される、Ｃ１７に記載の装
置。
　［Ｃ２５］
　前記プロセッサは、前記スモールセルがユニキャスト信号を送信しているかどうかにさ
らに基づいて、ＭＢＳＦＮ信号を送信するかどうかを前記決定することを実行するように
さらに構成される、Ｃ２４に記載の装置。
　［Ｃ２６］
　前記プロセッサは、前記スモールセルのＭＢＳＦＮ送信状態、ＭＢＳＦＮ送信電力、お
よびユニキャスト送信状態のうちの少なくとも１つをマルチキャスト協調エンティティ（
ＭＣＥ）に報告するようにさらに構成される、Ｃ２４に記載の装置。
　［Ｃ２７］
　前記プロセッサは、前記ＭＢＳＦＮ信号のデータ品質要件にさらに基づいて、前記動作
することを実行するようにさらに構成される、Ｃ１７に記載の装置。
　［Ｃ２８］
　前記プロセッサは、前記ＭＢＳＦＮ信号で使用されたデータレート変調コーディング方
式（ＭＣＳ）、または前記スモールセルの無線範囲内の前記ＭＢＳＦＮ信号を受信するユ
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ーザ機器（ＵＥ）によって使用されたデータレートＭＣＳのうちの少なくとも１つに基づ
いて、前記データ品質要件を決定するようにさらに構成される、Ｃ２７に記載の装置。
　［Ｃ２９］
　前記プロセッサは、前記データ品質要件に基づいて、前記スモールセルによって送信さ
れたＭＢＳＦＮシンボルの電力を変調するようにさらに構成される、Ｃ２７に記載の装置
。
　［Ｃ３０］
　プロセッサによって実行されると、コンピュータに、
　スモールセルにおいて、マクロセルからのワイヤレスマルチキャストブロードキャスト
単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）信号を受信することと、ここで、前記スモールセ
ルは、前記スモールセルを有するワイヤレス通信ネットワークにおける各マクロセルより
も実質的に小さい送信電力を有することを特徴とし、
　前記スモールセルの無線範囲内の前記ＭＢＳＦＮ信号の測定値を取得することと、
　前記測定値に基づいて動作することと、
　を行わせる命令を保持する非一時的コンピュータ可読媒体。
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